
 

　 「 7月 」 と 書 い て あ る 欄 の 赤 数 字 が 今

回 の 結 果 (％ 。 小 数 点 以 下 四 捨 五 入 )で す 。

「 Ｒ ７ 」 に は 昨 年 度 12月 の 数 値 も 載 せ 、

比 較 で き る よ う に し ま し た 。 「 児 童 」 「 保

 護者」「教職員」についてご覧ください。

（１）「児童」評価について 

　 ｢学 校 が 楽 し い 」 ９ ６ ％ 、 「 み ん な で 何

かをするのは楽しい 」９７％、 ｢学校生 活

で自分たちの課題に気づいたり、話した

り、決まったことを取り組んだりしている｣

９４％と、引き続きよ い結果となっていま

す 。主 体的 に 考え、 みんなとつながり な

が ら 次 を 創 っ て い く過 程 が 、 や り が い を

生 み出 し、｢楽 しい ｣という 気持 ちにつ な

 がっていくものと考えています。

　 「 自 分 に は よ い と こ ろ が あ る 」 ８ ６ ％ 、

「将来 の夢 や 目標 を もって いる」８９％ 、

「 ふ る さ と 松 本 を 大 切 に し た い ｣９ ５ ％ で

す。授業や係･委員会活動、縦割り班活

動 、 ふ る さ と 学 習 な ど 、 子 ど も の 発 意 か

らスタートした活動も、ここから中盤に入

っていきます。様々な機会から自分のよ

さ に 気 づ き 、 将 来 の 目 標 や 夢 を 考 え る

松本っ子を育みたいです。 

（２）「保護者」評価について 

　 「 学 校 教 育 目 標 や つ け た い 5つ の 力

は 適 切 だ 」 ９ ８ ％ 、 「 学 校 は 、 保 護 者 に

学 校 教 育 方 針 や 教 育 内 容 を 適 切 に 伝

え てい る」 ９６％ と、 ご 理 解ご 支 援 を 賜 り

深 く 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 今 後 も お 子 様

の安心 安全な学校生 活のため、保護 者

の 皆 様 と 丁 寧 な 連 携 (相 談 ・ 説 明 ・ 児 童

 支援)を行って参ります。

（３）「教職員」評価について　  

　 昨年度95％だった2項目「本校は、児

童 が 夢 や 目 標 を も ち 、 実 現 に 向 け 努 力

するよう、全教育活動とつながるキャリア

教 育 に 力 を 入 れ て い る｣「 本 校 は 、 児 童

が ふ る さ と 松 本 と つ な が り を も ち 関 心 を

高 め た り 大 切 に 感 じ た り で き る 活 動 に 、

意 欲 的 に取 り 組 んで い る」 も含 め 、 全 て

100％となりました。これらの取組が児童

と教職員の変容(成長)につながっていく

よう、今後も取り組んで参ります。

( ４ ) ICT 活 用 に つ い て  
　 児 童 評 価 で 、 ア 「 ほ ぼ 毎 日 」 イ 「 週 ３ 回 以 上 」 の 合 計 は ９ １ ％ と な り ま し た 。 学 校 生 活 の 中 で 、 タ ブ レ ッ ト を 学 習 道 具 と し て 日 常 的 に  
使 用 し て い る こ と が 分 か り ま す 。 児 童 の 学 び を よ り 深 め る た め の 一 つ の 手 段 と し て 、 「 ロ イ ロ ノ ー ト 」 「 ミ ラ イ シ ー ド 」 な ど の 情 報 共 有  
ア プ リ 等 を 使 い 、 授 業 や 児 童 会 活 動 な ど で 有 効 に 活 用 し て い ま す 。  
( ５ ) 学 校 安 全 の た め の 研 修 に つ い て 　 今 年 度 は 最 上 階 か ら の 避 難 を 想 定 し た 「 救 助 袋 ： 教 職 員 研 修 」 を 夏 季 休 業 中 に 実 施 し ま し た 。  
本 校 に は 『 垂 直 型 』 『 斜 降 型 』 ２ タ イ プ が あ り 、 両 方 と も 体 験 し ま し た 。 今 後 も 児 童 ・ 教 職 員 の 安 全 に つ な が る 研 修 を 積 ん で い き ま す 。

ＧＯ，ＮＥＸＴ！ 

　　　 　　～ゴー ネクスト！「次を、創る。」～ 

自ら、そして仲間と、未来をたくましく生きる力を身につける人
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